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中
泊
活
ハ
マ
ク
ラ
ブ
が
、
９
月
10
日
㈰
小
泊
漁
協
前
お
祭
り
広
場
で

第
４
回
活
ハ
マ
ま
つ
り
を
開
催
し
、
新
鮮
魚
介
類
や
手
づ
く
り
商
品
が

販
売
さ
れ
る
会
場
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約
１
５
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
ま
つ
り
開
会
で
は
、
駆
け
付
け
た
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
こ
ど
も
園
こ
ど
ま
り
園
児
ら
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
来
場
者
へ
感
謝
を
込
め
て
行
わ
れ
た
振
る
舞
い
で
は
、
下
前

漁
協
婦
人
部
の
イ
カ
飯
と
小
泊
漁
協
婦
人
部
の
海
鮮
お
好
み
焼
き
が
用

意
さ
れ
、
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
も
ず
く
わ
ん
こ
早
食
い
競
争
、

氷
乗
り
我
慢
大
会
、
サ
ザ
エ
つ
ぼ
焼
早
食
い
競
争
を
行
い
ま
し
た
。
氷

乗
り
我
慢
大
会
で
は
、
氷
の
入
っ
た
容
器
に
足
を
入
れ
、
３
分
間
耐
え

ら
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
冷
た
さ
に
耐
え
、

会
場
か
ら
は
声
援
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
早
食
い

競
争
は
、
サ
ザ
エ
５
個
を
殻
か
ら
取
っ
て
食
べ
る
早
さ
を
競
い
ま
し
た
。

地
元
小
泊
の
人
た
ち
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
サ
ザ
エ
を
取
っ
て
い
く
姿
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
Ｇ
Ｏ
!
皆
川
」
や
「
キ
ュ

ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
」
に
よ

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

シ
ョ
ー
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。来
場
者
ら
は「
食

べ
物
は
ど
れ
も
美
味
し
く
、

た
く
さ
ん
お
土
産
を
買
っ
て

し
ま
っ
た
。
サ
ザ
エ
を
取
る

練
習
を
し
て
き
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　中泊町相撲協会が主催する第３回宝富士杯・阿武咲杯争奪
小中学校相撲大会が８月27日㈰、町営相撲場で行われ、町
内からは中泊道場が出場したほか、県内の児童生徒が出場し
ました。
　団体戦は、小学校低学年と高学年、中学校の部で行われ、
県内から計23チームが参加。小学校１年から中学校３年ま
での学年別個人戦には県内の児童生徒82人が出場しました。
大会が始まると、保護者や仲間から大きな応援が聞こえ、子
どもたちは気合いの入った立ち会いを見せていました。
　中泊道場の結果は次のとおりです。
団�体戦…小学校高学年の部第２位 中泊道場A
個�人戦…小学校１年生の部第３位 成田聖悠／小学校４年生
の部第３位 髙松瑠伊／小学校５年生の部第２位 高杉正彩
／小学校６年生の部第１位 奈良昴

浜
の
美
味
し
い
！
盛
り
だ
く
さ
ん

第
４
回
活
ハ
マ
ま
つ
り
初
開
催

両力士を目標に 第３回宝富士杯・阿武咲杯
争奪小中学校相撲大会

濱舘町長も一緒にクルージング

冷たいけど我慢

サザエつぼ焼き早食い競争
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今
年
で
第
５
回
目
と
な
っ
た
「
中
泊
徐
福
ま
つ
り
」
は
、

８
月
27
日
㈰
下
前
徐
福
公
園
で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
約
２

５
０
人
が
心
感
・
食
感
・
体
感
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
体
感
イ
ベ
ン
ト　
「
徐
福
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
　
　
　
　

～
基
調
講
演
と
郷
土
芸
能
発
表
～

　
「
徐
福
か
ら
学
ぶ
未
来
の
中
泊
町
」
と
題
し
、
小
泊
の

歴
史
を
語
る
会
会
長
で
徐
福
研
究
家
で
あ
る
柳
澤
良
知
氏

が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
ゲ
ス
ト
の
田
島

孝
子
さ
ん
、
華
雪
梅
さ
ん
と
一
緒
に
「
中
国
と
日
本
の
徐

福
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
網
お
こ
し
は
や
し
保
存
会
、
下
前
婦
人
会
、
小

泊
婦
人
会
、
中
里
三
味
線
会
、
健
康
ダ
ン
ス
「
べ
え
子
ち

ゃ
ん
」
と
謎
の
美
女
軍
団
、
花
柳
穂
紀
桜
会
が
芸
能
発
表

を
行
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

■
食
感
イ
ベ
ン
ト　
「
海
山
食
感
グ
ル
メ
」

　

徐
福
が
伝
え
た
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
の
グ
ル
メ

を
選
り
す
ぐ
り
、「
旨
い
も
の
」
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
た
。
来
場
者
ら
は
カ
レ
ー
や
イ
カ
め
し
・
メ
バ
焼
き
‼

な
ど
を
食
べ
た
後
、
気
に
入
っ
た
商
品
に
投
票
し
ま
し
た
。

■
心
感
イ
ベ
ン
ト　
「
徐
福
交
流
津
軽
半
島
音
楽
祭
」

　

徐
福
が
伝
え
た
で
あ
ろ
う
「
音
楽
」
が
時
を
越
え
、
現

代
人
の
心
を
癒
す
音
楽
祭
を
開
催
。
中
里
中
学
校
の
吹
奏

楽
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
歌
や
ダ
ン
ス
も
披
露

さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
手
拍
子
や
一
緒
に
歌
っ
た
り
振
り

付
け
を
真
似
た
り
し
て
音
楽
祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

８月19日㈯、20日㈰　第２回全国SBP交流フェアに参加するため、三重県伊勢市に行きました。鰺ヶ沢高校
と木造高校深浦校舎のSBPと一緒に青森津軽SBPとして発表しました。また、伊勢神宮外宮でメバ焼き！の販
売を行いました。とても暑く、販売には苦戦しましたが、みん
なで声を出し合ってがんばりました。
９月２㈯、３日㈰　北海道函館市で開催された、はこだてグル
メサーカスに中泊活ハマクラブのみなさんと参加しました。私
たちはメバ焼き！、活ハマクラブはサザエの串焼きを販売しま
した。多くのお客さんに買ってもらい、中泊町のPRができた
と思います。
９月17日㈰　ふかうらSBPと一緒に青森市アスパムで開催さ
れたうまい森青い森フェアに参加しました。ふかうらSBPのマ
グロ焼きは、か
わいい一口サイ
ズで人気があり
ました。負けず
に声を出してメ
バ焼き！をアピ
ールし、完売す
ることができま
した。

心
感
・
食
感
・
体
感
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
む

第
５
回 

中
泊
徐
福
ま
つ
り

中里高校ＳＢＰ活動日誌
ソーシャル・ビジネス・プロジェクト
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　中泊町青少年問題協議会が主催する中泊町少年の主張大会が、８月28日㈪に総合文化センターパルナスで行わ
れました。５回目を迎えた今大会から、中里高校の生徒も参加しました。同協議会の会長である濱舘町長が「話す
ことに成功や失敗はない。この経験が大きな自信となって、今後の活躍に繋がることを期待しています」とあいさ
つし、始まりました。会場には町内小・中学生と教員、町民ら約320人が発表者の語る思いに耳を傾け、児童生徒
らの主張に頷いたり、感心したりする来場者もいました。

■小学校の部
中�里小６年 野

の
上
がみ

　和
のどか
　「WANDER～友達と友達～」…

　�ワンダーという本に出会い、友達とは何かを考えさ
せられた。人を見た目で判断するのではなく、まず
相手を理解しようと話を聞き、思いやりを持って接
することで本当の友達を作ることができる。
薄�市小６年 小

お
山
さ

内
ない

　梨
り

乃
の
　「かわいい赤ちゃん」…

かわいい赤ちゃんと接し、なぜ
虐待が起きるか不思議に思った。
調べることで知った悲しい現実
と「オレンジリボン運動」とい
う子どもと親に声をかけ助け合
う、優しい働きかけの存在を伝
えました。

武�田小６年 田
た

中
なか

　永
と

喜
よ
　「命の重さ」…両親からも

らった大切な命。いつかはなく
なる命だが、悔いのないよう思
う存分生きることが幸せである。
命の重さを知ることで学び、そ
れを世の中の役に立つようにす
れば、いい世界に変えることが
できる。

小�泊小６年 竹
たけ

原
はら

　真
ま

菜
な
　「人と人とのつながりを深
めるあいさつ」…みなさんは誰
にでも「あいさつ」をしていま
すか？自分と他の人とのつなが
りを深めてくれるすてきな言葉。
された人も、した人も元気にな
る「あいさつ」の大切さを伝え
ました。

■中学校の部
中�里中１年 三

み
上
かみ

　航
こう

平
へい
　「目標につなげて」…好きな
テニスの研究を始めて、自分の
弱点が分かった。好きだからこ
そ毎日続けられた。研究の成果
を大会で出し、思い通りのゲー
ム運びで試合に勝つという目標
を発表しました。

中�里中２年 成
なり

田
た

　星
な い と

斗　「今、やりたいこと」…念願
のサッカー部に入部。しかし、
夏に３年生が引退し、１人にな
り廃部。卓球部に転部したが、
本当にやりたいことはサッカー
だと実感。サッカーへの情熱を
語りました。

小�泊中１年 長
は

谷
せ

川
がわ

　千
ち

華
か
　「心の声」…言葉は時とし

て暴力にもなるため、慎重にな
ってしまう。しかし、仲の良い
友達が悩んでいる姿を見て、心
の声を言葉として伝えました。

小�泊中２年 青
あお

山
やま

　心
ここ

音
ね
　「四角い世界の歩き方」…イ
ンターネット・SNSには、便利
な面と危険な面がある。いくつ
かの危険な事例を伝え、四角い
世界に閉じこもらず、積極的に
コミュニケーションの輪を広げ
ることが大事だと発表しました。

■高校生の部
中�里高校１年 「中里高校に入学して、私が伝えたいこと」
…中里高校に入学し、学校が楽しいと思うようにな
った。少人数だからこそ生徒、先生との距離が身近
に感じられるから。「中里高校が１人１人の目標の
達成に向けて努力できる学校だ」ということを伝え、
地域校である中里高校の必要性を訴えました。

中�里高校２年 古
こ

川
がわ

　愛
まな

華
か
　「中里高校SBP同好会」…

中里高校SBP同好会では、これ
までに「セレクトギフトボック
ス」、「メバ焼き！」を作ってき
た。これからも、中泊町や高校
の魅力を伝え、少しでも地域活
性化に繋げたいと意気込みを語
りました。

日頃の思いを堂々と発表 第５回 中泊町
少年の主張大会
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